
【取組内容】 情報教育年間指導計画に基づいた情報活用能力の育成について

洲本市立加茂小学校(兵庫県)【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

情報教育の年間指導計画を作成し、各学年で段階的に必要な情報活用能力を身に付けられるようにしている。指導計画があ
ることで職員全体で統一した指導をすることができるようになり、様々な教科で生かすことができている。

情報教育年間指導計画（例）

指導計画では、「基本的な操作」「プログラミング的思考」「情報モラル教育」の３つの観点で学年に応じた内容にしてい
る。
基本的な操作では、AppleやGoogleのアプリの使い方を主に指導している。下の学年から順次様々なアプリに触れていくこ

とで高学年になる頃には、タブレットを使ったまとめ活動などに幅広く生かされている。また、それぞれの教員が有効と判断
したアプリも積極的に活用し、実践を広めている。低学年はタイピングが難しいのでローマ字を習得する３年生からキーボー
ドを活用したタイピングを本格的にスタートしている。色々なタイピングサイトを活用することで子どもが楽しく学ぶことが
できている。

プログラミング的思考では、プログラミングロボッ
トやドローン等の活用をしている。プログラミング教
材を活用することで体験を通してプログラミングにつ
いて学ぶことができている。

情報モラル教育では、道徳の授業以外にも、定期的
に外部講師を招聘し、インターネットの危険性や活用
の際の注意について学ぶ機会を設けている。また、学
校独自の活用ルールを作り、健全な活用ができるよう
に指導している。

教員の活用能力の交渉の一環として、定期的な研修
のほか、Googleチャットを活用して日々の実践などを

共有することで全体の底上げをしている。他の教室に
授業を見に行かなくてもどんな実践をしているかが分
かるため、研修の時間をいちいち設けなくてもよいこ
とが利点である。
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